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７月の主な活動
	 １日	第54回地方委員会

	３日	第５回青年委員会

	４日	第１回構成組織
	 	書記長・事務局長会議

	９日	第９回四役会議

	12日	土曜相談会

	17日	第９回執行委員会
	 	（第５回闘争委員会）

	24日	朝街宣
25～27日
	 	東北わんぱくプロジェクト

	29日	第５回政策委員会

政
策
実
現
に
向
け

連
合
新
潟
推
薦
候
補
者
の
勝
利
を

　

連
合
新
潟
は
、
七
月
一
日
新

潟
市
・
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
第

五
四
回
地
方
委
員
会
を
開
催
し
、

役
員
、
地
方
委
員
な
ど
一
二
〇

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
、
冒
頭
、
当
面

す
る
課
題
と
し
て

①
集
団
的
自
衛
権
を
め
ぐ
る
問

題
に
つ
い
て
、
自
民
・
公
明
両

党
で
の
与
党
合
意
が
図
ら
れ
て

い
る
が
、
連
合
は
、「
平
和
主
義
、

主
権
在
民
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
と
い
う
三
大
原
則
を
堅
持
し
、

改
憲
の
た
め
の
改
憲
に
は
反

対
」
と
の
見
解
を
発
し
て
い
る
。

②
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
国
民
が
安

心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る
、
持
続

可
能
な
制
度
設
計
が
急
務
。
し

っ
か
り
と
し
た
国
の
し
く
み
・

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
築

し
、
す
べ
て
の
人
に
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の

あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）
を
実

現
し
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
阻
止
に
向
け
、
行
動
を
展
開

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
二
○
一
四
春
季
生
活
闘
争
は
、

月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
り
、
底
上

げ
・
底
支
え
を
は
か
る
闘
い
を
、

運
動
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
中
心
に

進
め
て
き
た
。
賃
上
げ
な
ど
の

成
果
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
未

報
告
の
組
織
も
あ
る
。
的
確
に

取
り
組
み
を
反
映
し
、
次
に
つ

な
い
で
い
く
た
め
に
も
各
組
織

の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

④
連
合
新
潟
の
地
域
活
動
と
表

裏
の
関
係
に
あ
る
労
福
協
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
連
合
新
潟

は
労
福
協
の
最
大
構
成
組
織
と

し
て
引
き
続
き
中
心
的
な
役
割

を
担
い
、
運
動
の
活
性
化
を
図

る
。
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
第
五
三
回

地
方
委
員
会
以
降
の
活
動
報
告
、

　

連
合
は
毎
年
六
月
を
男
女
平

等
月
間
に
設
定
し
、
職
場
・
家

庭
・
地
域
に
お
け
る
男
女
平
等

参
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
訴
え

て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
度
「
男
女
平
等

月
間
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、

新
潟
労
働
局
雇
用
均
等
室
へ
要

請
行
動
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

要
請
内
容
は
㈠
非
正
規
労
働

者
の
育
児
休
業
の
取
得
と
環
境

整
備
、
㈡
間
接
差
別
の
禁
止
、

㈢
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
、
㈣
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
改
正
周
知
、
相
談
・
指

導
・
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め

る
こ
と
等
を
要
請
し
、
連
合
新

新
潟
労
働
局

雇
用
均
等
室
へ
の

要
請
行
動

＊＊＊連合新潟 2014春季生活闘争第６回集計結果（６月12日現在）＊＊＊

【概　要】
☆�調査対象404組合（73,548名）に対し、これまでに要求提出報告があったのは313組合（61,854名）、
そのうち260組合が回答を引き出している。
☆�要求報告の内訳は、平均方式305組合（58,142名）、個別Ａ方式６組合（3,561名）、個別Ｂ方式２組
合（151名）となっている。
☆�この時点で要求なしは11組合。
☆�回答・妥結の報告があった260組合のうち、集計可能な152組合の平均賃金方式では、加重平均で
5,145円・2.01％（前年実績比＋897・＋0.33ポイント）と昨年を上回る実績結果となった。また、
300人未満の中小共闘では4,259円・1.82％（昨年実績比＋526・＋0.21ポイント）となった。
☆�一時金は、調査対象404組合に対し、220組合から報告があり、年間分の月数は4.10月（前年実績比
△0.03ポイント）、額回答は1,199,610円（前年実績比＋36,783円）となった。
☆�一方、パート等非正規労働者の処遇改善では、一部で時間給の引き上げがあったが全体的に賃金の
引き上げには至っていない。
☆�次回、第７回集計結果（最終）は、７月16日（水）に公表を予定。

【平均賃上げ方式　回答・妥結集計結果】

集計組合
2014集計 2013実績 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 152 36,326 5,145 2.01 4,058 1.72 4,248 1.68 3,457 1.47 897 0.33 600 0.25

【一時金年間回答・妥結集約結果】
【額集計】 【月数集計】

集計組合
2014集計 2013実績 対　比

集計組合
2014集計 2013実績 対　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均単純平均加重平均単純平均加重平均単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額 組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数

計 53 13,298 1,199,6101,042,3711,162,827 999,543 36,783 42,827 63 21,218 4.10 4.09 4.13 4.05 -0.03 0.04

【一時金夏季のみ回答・妥結集計結果】
【額集計】 【月数集計】

集計組合
2014集計 2013実績 対　比

集計組合
2014集計 2013実績 対　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均単純平均加重平均単純平均加重平均単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額 組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数

計 24 7,544 646,813 476,457 627,005 571,204 19,808 -94,747 25 6,446 2.13 1.87 2.09 1.74 0.04 0.13

1000万連合拡大に向け
労働運動の強化

Ａ ：規模10人以上の事業場には、就業規則を作成して、従業員に周知
するとともに、労働基準監督署に届ける義務があります。規模10人未満で
あっても、作成して従業員に周知することが望ましいものです。よって就業
規則は従業員みんなが見られる場所に置いておかなければならないものです。
　就業規則には、始・終業の時刻、休憩時間、休日、休暇、賃金の決定・計
算方法、支払方法などが必ず記載されています。もし、管理職に「見せられ
ない」と断られた場合は、労働基準監督署で開示を求めることもできます。
　働いていて疑問に思うことがあれば、しっかりと就業規則で確認できるよ
う、風通しの良い職場となるよう求めていきましょう。

Ｑ：休暇について確認しようと思い、
管理職に「就業規則を見せてほしい」
と頼んだのですが、「そう簡単に見せ
られない。大事なものだから金庫にし
まってある」と言われました。見せて
もらえないのでしょうか？

こんなとき

　どうする�

労働法制Q&A

潟
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
事
例
を

も
と
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

非
正
規
の
約
七
割
は
女
性
が

占
め
て
お
り
、
雇
用
均
等
室
の

役
割
は
大
き
く
今
後
も
定
期
的

に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
か
ら
の
参
加
者
は

次
の
通
り
で
す
。

　

小
谷
野
副
会
長
（
男
女
平
等

委
員
会
委
員
長
）、
木
村
副
会

長
（
男
女
平
等
委
員
会
副
委
員

長
）、
髙
松
執
行
委
員
（
女
性

委
員
会
副
委
員
長
）、
小
柳
執

行
委
員
、
小
島
副
事
務
局
長
。

財
政
報
告
・
会
計
監
査
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、
二
○
一
四

春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
、

な
ら
び
に
第
一
八
回
統
一
地
方

選
挙
へ
の
連
合
新
潟
の
対
応
な

ど
四
議
案
が
全
会
一
致
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
開
催
さ
れ
た

「
第
一
八
回
統
一
地
方
選
挙
勝

利
！
決
起
集
会
」
で
は
、
連
合

新
潟
推
薦
候
補
者
の
新
人
四
人

を
含
む
県
議
会
議
員
と
新
潟
市

議
会
議
員
二
一
人
が
紹
介
さ
れ
、

本
人
及
び
関
係
構
成
組
織
や
地

協
か
ら
決
意
表
明
後
、
齋
藤
会

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

▪ 連合新潟推薦候補者一覧 （2014.7.1現在）

選挙区 （定数） 氏名 所属政党 期数 年齢
◎
新
潟
県
議
会
議
員
選
挙

新潟市北区 （２） 長谷川　　　優 無（民） 新 51
新潟市東区 （２） 市 川 政 広 民 主 党 現５ 60
新潟市中央区 （３） 上 杉 知 之 民 主 党 現１ 45
新潟市秋葉区 （２） 小 島 　 晋 民 主 党 新 48
新潟市西区 （３） 大 渕 　 健 民 主 党 現３ 41

長岡市・三島郡 （６） 長 部 　 登 社 民 党 現３ 65
佐 藤 伸 広 民 主 党 新 47

上越市 （５） 小 山 芳 元 社 民 党 現５ 66

（定数53） 新発田市・北蒲原郡 （３） 佐 藤 浩 雄 無 所 属 現４ 69
燕市・西蒲原郡 （２） 高 倉 　 栄 民 主 党 現１ 42
南魚沼市・南魚沼郡 （２） 若 月 　 仁 無 所 属 現２ 55

◎
新
潟
市
議
会
議
員
選
挙

北区 （５） 南　　　真由美 民 主 党 現１ 54

東区 （９） 渡 辺 和 光 民 主 党 現３ 48
細 野 弘 康 民 主 党 現１ 39

中央区 （11）
山 際 　 敦 民 主 党 現３ 37
山 際 　 務 民 主 党 現１ 48
青 木 　 学 社 民 党 現５ 48

西区 （10） 加 藤 大 弥 民 主 党 現２ 53

江南区 （４） 本 図 良 雄 無 所 属 現３ 57

（定数51） 宇 野 耕 哉 民 主 党 新 45
西蒲区 （４） 竹 内 　 功 無（社） 現１ 64

※推薦候補者、選出区のみ記載
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お問い合わせは
新潟県労働金庫本支店まで

※2014年6月1日現在

労働者保護ルール改悪反対を訴える田中上越市議

80% 
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7% 
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ある 

どちらとも 
言えない 

ない 

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2014年７月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第281号

季
節
の
境
目
は
不
透
明
。

近
頃
の
天
気
と
き
た
ら
、

熱
帯
地
域
の
ス
コ
ー
ル

の
よ
う
に
急
に
、
し
か

も
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
大

雨
。
し
か
し
、
雨
を
眺

め
て
待
つ
こ
と
数
一
〇

分
で
、
雲
が
動
き
始
め

る
と
ま
た
夏
空
に
戻
る
。
今
の
主

役
は
ア
ジ
サ
イ
。
花
言
葉
は
「
移

り
気
」。
よ
く
見
か
け
る
の
は
、
日

本
の
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
改
良
さ
れ
た
手
ま
り
状
の
「
西

洋
ア
ジ
サ
イ
」。
花
ビ
ラ
に
見
え
る

の
は
「
が
く
」
で
色
は
土
壌
に
よ

り
青
や
ピ
ン
ク
に
咲
き
、
日
が
経

つ
に
つ
れ
変
化
す
る
。
夏
を
越
し

た
「
秋
ア
ジ
サ
イ
」
は
魅
力
的
で
、

剪
定
を
し
な
い
山
や
公
園
を
回
る

ほ
ど
近
年
惹
か
れ
て
い
る
。�

○美

6月のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�　職場に男女格差はありますか？
　６月は「男女平等月間」でした。連合新潟としても、
街宣活動や集会等で男女平等について訴えてきましたが、
実際の職場には歴然として男女格差が存在していること
が明らかになりました。深く根付いた「固定的性別役割
分担意識」の解消がなされなければ、男女格差の解消は
あり得ません。意識を変えるには時間がかかるかもしれ
ませんが、粘り強く取り組んでいかなければならないと
感じました。
　７月のＨＰアンケートは、リフレッシュの仕方に関す
る話題です。投票お待ちしています。

土曜相談会 ７月は12日に開催

私のまちの

ほっとスポット

「ぎおん柏崎まつり 海の大花火大会」
　ひょ～どごどん！……腹に響く轟音の
中、色とりどりの花火が水面に映えます。
驚きはときに上ではなく横向きに、火玉
が打ち出されることです。それは間もな
く水中で爆（は）ぜ、海面に半球の花を
咲かせます。圧巻は「尺玉100発一斉打ち」
です。1500メートルにわたって列をなす
100基の打ち上げ台から、直径30センチの尺玉が同時に打ち上がります。１
個の尺玉が開く火の花は、直径約320ｍ。それが一度に100個も夜空を飾ると
なれば、ポカンと口を開けてただ見つめるしかないです。
　花火好きなら「川の長岡、山の片貝、海の柏崎」というフレーズに覚えがあ
ると思います。その越後三大花火の親分格、長岡に迫る勢いで、近年存在感を
高めているのが柏崎です。毎年７月26日、「ぎおん柏崎まつり」の最終日に行
われる「海の大花火大会」。その名の通り海辺のロケーションを最大限に生か
したプログラムと、何より圧倒的なボリュームで、ファンを惹き付けています。
２時間で約１万5000発を打ち上げるという規模は、むろん国内屈指です。皆
さんぜひおいでください。� （柏崎地協）

　　■ 問い合わせ先
　　　　ぎおん柏崎まつり海の大花火大会事務局
　　　　　ＴＥＬ：0257-22-0726

ゴ
ミ
か
ら
資
源
へ

平
和
な
地
球
を
求
め
て

二
〇
一
四
平
和
行
動
in
沖
縄

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ

 

格
差
社
会
！

上
越
市
内
街
宣

～
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
験
学
習
会
～

津南町長選挙結果
投開票日　６月22日

当選　上
かみ

村
むら

　憲
けん

司
じ

	 3,849票
次点　半

はん

戸
ど

　哲
てつ

郎
ろう

	 3,011票
連合新潟推薦候補者は次点となりました。
これまでのご支援、ご協力に感謝いたします。

　

六
月
二
二
日
（
日
）、
連
合

新
潟
と
総
合
生
協
で
つ
く
る
新

潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
二
〇
一
四
年
度
の
体
験
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
実

際
に
体
験
で
き
る
よ
う
な
学
習

を
、
ぜ
ひ
親
子
で
進
め
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
研
修
会
で
す
。
今
回
は
、
長

岡
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
地
域
循

環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
協
力
を

い
た
だ
き
、
使
用
済
み
割
り
箸

と
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
リ
サ
イ

　

六
月
二
三
日
（
月
）
～
二
四

日
（
火
）、
沖
縄
県
那
覇
市
に

お
い
て
、
お
よ
そ
千
人
が
参
加

し
て
連
合
平
和
オ
キ
ナ
ワ
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集

会
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
多

大
な
被
害
を
被
り
、
現
在
で
も

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
地

域
を
訪
れ
、
平
和
と
は
・
戦
争

と
は
何
か
を
知
り
、
未
来
に
向

け
て
何
が
出
来
る
か
を
考
え
、

行
動
す
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
で
は
、「
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
的
見
直
し
お
よ
び

在
日
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
柳
澤
協
二

氏
よ
り
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
二
部
の
平
和
式
典
で
は
、

連
合
本
部
の
神
津
事
務
局
長
よ

り
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。式
典
の
最
後
に「
沖

縄
戦
の
実
相
と
悲
惨
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
学
び
、
米
軍
基
地
の

ク
ル
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

以
下
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
感
想
〕

・�
３
Ｒ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
教
え
な
い
と

根
付
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
味
で
す
が
大
切
な
取
り
組

み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

・�

リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
や
仕

組
み
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
の
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

・�

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
自
然
と
資
源
が
豊
か
な
地

球
を
残
せ
る
よ
う
に
、
日
ご

ろ
か
ら
心
が
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

整
理
・
縮
小
と
日
米
地
位
協
定

の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
て
、

粘
り
強
く
平
和
運
動
を
推
進
す

る
こ
と
」
を
参
加
者
全
員
で
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
ひ
め
ゆ

り
の
塔
・
糸
数
ア
ブ
ラ
チ
リ
ガ

マ
・
魂
魄
之
塔
を
回
り
、
連
合

沖
縄
青
年
委
員
会
の
ピ
ー
ス
ガ

イ
ド
か
ら
南
部
戦
争
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
戦
場
跡

を
見
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
そ
の

場
に
行
っ
て
体
験
す
る
こ
と
に

よ
り
理
解
が
深
ま
っ
た
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
平
和
行
動
は
、
沖
縄
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
広
島
→
長
崎
→

根
室
へ
と
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
を
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

六
月
二
七
日
（
金
）、
上
越

市
役
所
近
く
の
街
頭
か
ら
、
労

働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
の
危
険

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
田
中
聡
・
上
越
市

議
も
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
連
合
新
潟
は
、

各
市
町
村
議
会
へ
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
要
請
行
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
上
越

市
議
会
で
は
、
す
で
に
三
月
議

会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
国
会
が
終
了
し
、
懸
念

さ
れ
て
い
た
労
働
者
派
遣
法
の

見
直
し
案
は
廃
案
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
労
働
者
保
護
ル

ー
ル
の
規
制
緩
和
を
す
す
め
る

議
論
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
連
合
本
部
と
し

っ
か
り
と
連
携
し
、
臨
時
国
会

に
向
け
た
対
応
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

2014年 連合地協「平和運動」一覧
地協名 イベント名 実施日時 実施場所

下 越 地 協 ピースウォーク in しばた ８月２日㈯
16：00

新発田市
　生涯学習センター

新 潟 地 協 長岡空襲を知り平和の尊さを
学ぼう

８月９日㈯
８：30

長岡戦災資料館および
空襲関連史跡

佐 渡 地 協 平和集会 ８月９日㈯ 中央会館

県 央 地 協 「長岡空襲について学ぼう」
（仮題） ７月30日㈬ 燕三条地場産センター

　マルチメディアホール

中 越 地 協

第20回
「平和の森コンサート」

７月31日㈭
18：30 平和の森公園

非核平和都市宣言市民の集い
・ながおか平和フォーラム ８月１日㈮ 平和の森公園

アオーレ長岡

見 附 支 部 第７回広島市民原爆絵画展
・見附平和の夕べ2014

８月４日㈪
～６日㈬

ネーブルみつけ
　　多目的広場

十日町支部 原爆ぬり絵展 ７月23日㈬
～８月９日㈯ 十日町情報館

小千谷支部 小千谷地区
　平和の集い

７月12日㈯
10：30

サンラックおぢや
（予定）

北魚沼支部 「平和を考える集い」 ８月６日㈬
18：00

小出ボランティアセンター
　ホール

南魚沼支部 検討中 ８月
（日程調整中） 未定

柏 崎 地 協 第20回
柏崎地区平和集会

８月28日㈭
18：30

柏崎市産業文化会館
 文化ホール

上 越 地 協 検討中 ８月下旬 未定


